
年間授業計画　新様式

第三商業高等学校　令和５年度（２学年用） 教科　数学 科目　数学Ａ
教科：数学　　　科目：数学Ａ　　　 　単位数：　２　単位　　

対象学年組：第２学年１組～５組

教科担当者：（１・２組：岡部・杉村・福田麗）（３・４組：岡部・杉村・福田麗）（５組：杉村・福田麗）

使用教科書：数学ＡStandard（東京書籍）

教科　数学の目標：

　【知識及び技能】

　【思考力、判断力、表現力等】

　【学びに向かう力、人間性等】

科目　数学Ａの目標：

【知識及び技能】

場合の数と確率，図形の性質についての基本的な概念
や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数
学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処
理したりする技能を身に付けるようにする。

単元の具体的な指導目標 知 思 態
配当
時数

【思考力、判断力、表現力等】

図形の構成要素間の関係などに着目し，図形の性質を見
いだし，論理的に考察する力，不確実な事象に着目し，
確率の性質などに基づいて事象の起こりやすさを判断す
る力を養う。
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【学びに向かう力、人間性等】

○
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集合①
・集合
・共通部分と和集合
・部分集合

【知識・理解】
集合の定義を理解している。
共通部分、和集合、部分集合について理解してい
る。

○

○

○

数学科の授業のルールを理解する。

○

○

・集合の定義を理解する。
・共通部分、和集合、部分集合について理解する。

【主体的に学習に取り組む態度】
自らの学習状況を把握し，今後の学習について前
向きに考えることができる。

【知識・理解】
全体集合、補集合について理解している。

オリエンテーション

・表を用いて集合の要素を数えることができる。

・全体集合、補集合について理解する。

数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的
論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の
過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善した
りしようとする態度や創造性の基礎を養う。

集合と要素の個数①
・和集合・補集合の要素の個数

集合②
・全体集合
・補集合

５
月

・ド・モルガンの法則を利用することができる。

・集合の要素を効率よく数えることができる。

・順列の総数を記号で表し、活用できる。
・順列の公式を利用し、さまざまな問題を解くことが
できる。

【知識・理解】既習事項を理解している。
【思考・判断・表現】既習事項を活用して，現実の問題や
数学の問題を考察し，一般化や拡張をすることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
考査に向けて，今までの学習を振り返り，自己の学習を調
整しようとすることができる。

６
月

・樹形図の利用方法を理解する。
・和の法則、積の法則の利用場面を理解する。

・自然数の正の約数の個数を数えることができる。

○ ○○

○

・今まで学んだ数学の内容を理解して活用できる。

○ ○

○

○

○ ○

順列②
・円順列
・重複順列

順列①
・順列の総数

○○

○

【知識・理解】
Cの計算ができる。
【思考・判断・表現】
順列と組み合わせの違いに着目して、組み合わせ
を求める式を導出しようとする。

○

・今まで学んだ数学の内容を理解して活用できる。

○

・円順列の公式を理解し、利用することができる。
・重複順列の公式を理解し、利用することができる。

・順列と組合せの違いを理解する。
・組合せの考え方を理解し、問題を解くことができ
る。

○

・1学期の内容を理解する。

・定期考査の結果より自己の改善を行う。

【知識・理解】
Pの計算ができる。
【思考・判断・表現】
順列の総数の求め方を一般化して、記号であらわ
すことができる。

【思考・判断・表現】
自然数の正の約数の性質に着目して、約数の個数
を数えることができる。

組合せ①
・組合せの総数
・組合せの考え方の利用

集合と要素の個数②
・表を用いた集合と要素の個数

【主体的に学習に取り組む態度】
考査の結果を振り返り，自己の学習を調整しよう
とすることができる。

○

場合の数①
・樹形図
・和の法則、積の法則

集合③
・ド・モルガンの法則

1学期のまとめ

定期考査

定期考査返却

【知識・理解】既習事項を理解している。
【思考・判断・表現】既習事項を活用して，現実の問題や
数学の問題を考察し，一般化や拡張をすることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
考査に向けて，今までの学習を振り返り，自己の学習を調
整しようとすることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
考査の結果や１学期の学習を振り返り，自己の学
習を調整しようとすることができる。

場合の数②
・約数の個数

定期考査

数学における基本的な概念を理解するとともに，数学的表現・処理の技能を身に付ける。

統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

積極的に数学を活用し，問題解決の過程を振り返り評価・改善しようとする態度を養う。

○ ○

指導項目・内容

【思考・判断・表現】
様々な集合の要素を書き並べることで、ド・モル
ガンの法則が成り立つことを確かめようとする。
ド・モルガンの法則を用いて集合の要素を求めよ
うとする。

評価規準

【知識・理解】
表を用いて集合の要素を数えることができる。

【思考・判断・表現】
和集合、補集合の要素の個数を、複数の方法で求
めようとする。
【主体的に学習に取り組む態度】
集合の要素の個数を工夫して求めようとする。

【思考・判断・表現】
もれなく簡単に場合の数を求める方法を考えるこ
とができる。
図を用いて求め方を表すことができる。

【思考・判断・表現】
順列と異なる状況でも、順列と同じように求めようとす
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
順列と円順列・重複順列の違いに着目して、公式を導出し
ようとする。



・組分けの使用場面を理解する。
・同じものを含む順列の総数を求めることができる。
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○

【知識・理解】
三角形の外心・内心の性質を理解し辺の長さ、角
の大きさを求めることができる。

○ ○

○

○

○

９
月

・確率の基本性質を理解する。
・確率の基本問題を解くことができる。

【知識・理解】
確率に関する用語を理解している。
根元事象を求めることができる。
【思考・判断・表現】
確率を求めるうえで、根元事象を正しくとらえる
必要があることに気付く。

○

【思考・判断・表現】
順列と組み合わせの違いに着目して、組み合わせ
の公式を活用しようとする。
【主体的に学習に取り組む態度】
順列と同じものを含む順列の違いから、公式を導

三角形と比③
・三角形の外心・内心

三角形と比①
・比の計算
・内分と外分

確率④
・確率の基本性質

確率①
・事象と確率

【知識・理解】既習事項を理解している。
【思考・判断・表現】既習事項を活用して，現実の問題や
数学の問題を考察し，一般化や拡張をすることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
考査に向けて，今までの学習を振り返り，自己の学習を調
整しようとすることができる。

・試行、事象などの用語を理解する。
・根源事象を求めることができる。

・積事象、和事象の確率を求めることができる。

【思考・判断・表現】
順列と組み合わせの違いに着目して、組み合わせ
の公式を活用しようとする。

・確率の定義からその求め方が分かる。
・確率の基本的な問題を解くことができる。

○

・組分けの使用場面を理解する。
・同じものを含む順列の総数を求めることができる。

確率③
・積事象・和事象の確率

確率②
・基本的な確率

【思考・判断・表現】
集合の考え方を利用して、積事象、和事象の確率
を求めることができる。

○ ○

○

【主体的に学習に取り組む態度】
考査の結果を振り返り，自己の学習を調整しよう
とすることができる。

・今まで学んだ数学の内容を理解して活用できる。

○

・余事象の確率を求めることができる。

○

○

確率⑦
・反復試行の確率

確率⑥
・独立な試行の確率

○

・定期考査の結果より自己の改善を行う。

○

【知識・理解】
既習事項を理解している。
【思考・判断・表現】
既習事項を活用して，現実の問題や数学の問題を
考察し，一般化や拡張をすることができる。

○ ○

○

【思考・判断・表現】
集合の考え方を利用して、余事象の確率を求める
ことができる。

【知識・理解】
確率の基本的な問題を解くことができる。

月

・独立な試行の確率の意味を理解し、解くことができ
る。

・三角形の辺の長さを比を利用して求めることができ
る。
・内分・外分の性質を理解する。

・条件付確率を求めることができる。
・意思決定に期待値を用いようとする。

月

○

○

○ ○

・内角の二等分線の性質を理解し計算することができ
る。
・内角の二等分線の性質の証明をもとに、外角の二等
分線の性質を導出することができる。

・三角形の外心・内心の性質を理解し辺の長さ、角の
大きさを求めることができる。

・反復試行の確率の求め方を理解し、求めることがで
きる。

定期考査返却

・今まで学んだ数学の内容を理解して活用できる。

確率⑧
・条件付き確率
・期待値

定期考査

組合せ②
・組分け
・同じものを含む順列

組合せ②
・組分け
・同じものを含む順列

2

2○

三角形と比②
・三角形の内角と外角の二等分線

定期考査

○

確率⑤
・余事象の確率

【知識・理解】
確率の基本性質を理解している。
確率の基本問題を解くことができる。

【知識・理解】
条件付き確率を求めることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
意思決定に期待値を用いようとする。

【知識・理解】
反復試行の確率の求め方を理解し、求めることが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
反復試行の事象について考察し、確率を工夫して

【知識・理解】
独立な試行の確率の意味を理解し、解くことがで
きる。

【知識・理解】内角の二等分線の性質を理解し計
算することができる。
【思考・判断・表現】
内角の二等分線の性質の証明をもとに、外角の二
等分線の性質を導出することができる。

【知識・理解】
三角形の辺の長さを比を利用して求めることがで
きる。
内分・外分の性質を理解している。

１０

１１

１２



62

1

１
月

・三角形の重心の性質を理解し辺の長さ、角の大きさ
を求めることができる。

○

３
月
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○○

○

・定期考査の結果より自己の改善を行う。 【主体的に学習に取り組む態度】
考査の結果を振り返り，自己の学習を調整しよう
とすることができる。

定期考査返却

○

・円の性質を利用して、作図の方法を考察することが
できる。

○ ○

・今まで学んだ数学の内容を理解して活用できる。

○ ○

【知識・理解】既習事項を理解している。
【思考・判断・表現】既習事項を活用して，現実の問題や
数学の問題を考察し，一般化や拡張をすることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
考査に向けて，今までの学習を振り返り，自己の学習を調
整しようとすることができる。

・円の接線の性質を利用して、線分の長さを求めるこ
とができる。
・接弦定理を利用して、角度を求めることができる。 ○

・方べきの定理を利用することができる。
・２つの円の位置関係を理解し、問題に活用できる。

○

・内接四角形の性質を理解し、角度を求めることがで
きる。

○

円の性質②
・円に内接する四角形

○

○

円の性質①
・円の弧と弦の性質

・チェバ、メネラウスの定理を利用することができ
る。

・円の基本的な性質を理解する。
・円周角の定理を利用して角度を求めることができ
る。

三角形と比④
・三角形の重心

２
月

定期考査

円の性質⑤
・作図方法の考察

円の性質④
・方べきの定理
・２つの円の位置関係

円の性質③
・円と接線
・接線と弦の作る角

三角形と比⑤
・チェバの定理・メネラウスの定理

【知識・理解】
チェバ、メネラウスの定理を利用することができ
る。

【知識・理解】三角形の重心の性質を理解し辺の
長さ、角の大きさを求めることができる。
【思考・判断・表現】
外心、内心から他の線は1点で交わるのだろうかと
考えようとする。

【思考・判断・表現】
表したい図形を作図することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
円の性質を利用して、作図の方法を考察すること
ができる。

【知識・理解】
方べきの定理を利用することができる。
２つの円の位置関係を理解し、問題に活用でき
る。

【知識・理解】
円の接線の性質を利用して、線分の長さを求める
ことができる。
接弦定理を利用して、角度を求めることができ
る。

【知識・理解】内角四角形の性質を理解し、角度
を求めることができる。
【思考・判断・表現】
円周角の定理を用いて、内接四角形の定理を導出
することができる。

【知識・理解】
円の基本的な性質を理解する。
円周角の定理を利用して角度を求めることができ
る。


